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令和７年度 特別養護老人ホーム かんべの里 事 業 報 告 書 

                                    令和８年 3 月 31 日現在  

 

１．施設の概要           

    （１） 所在地       出雲市斐川町名島９３番地２      

    （２） 代表者       施設長  陰山弓枝    

     （３） 開設年月日    平成２０年４月１日   

     

２．事業の種類・定員 

      特別養護老人ホーム   定員４０名  

      短期入所生活介護・介護予防短期入所生活介護   

      令和 7年 4月 1日～11月 30日 定員 10名 ・ 令和 7年 12月 1日以降 空床型へ変更 

 

３．事業の概要 

   入所者の援助に関する計画に基づき、それまでの生活の継続及び可能な限り在宅復帰を念頭に置き、

入浴、排泄、食事等の介護、相談及び援助を行っている。また、社会生活上の便宜供与その他日常

生活上のケア、機能訓練、健康管理及び療養上の世話を行うことにより、その有する能力に応じ、自

立した日常生活を営むことができるように支援している。 

 

４．利用者の状況及び実績 

 （１）入退所の状況（令和 7年 4月 1日～令和 8年 3月 31日） 

  ① 特 養（４０床） 

    ・新入所者  

男女別 年齢別 介護度別 出身地別 入所前の状況 

男 女 
60 歳代 0 要介 1 0 出雲市 10 家 庭 2 

70 歳代 3 〃 2 0 （うち斐川町 3 人） 老健 3 

4 6 

80 歳代 3 〃 3 3   病院 3 

90 歳代 4 〃 4 3   ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ 1 

100 歳代 0 〃 5 4   有料老人ﾎｰﾑ他 1 

10 人  10 人  10 人  10 人  10 人 

  ・退所者   

男女別 年齢別 介護度別 出身地別 退所理由 利用期間 

男 女 
60 歳代  0 1 0 出雲市 8 死亡  0 １年未満 3 

70 歳代  2 2 0 (うち斐川町 4 人)  看取り  3 １～2 年 0 

3 5 

80 歳代  4 3 3   長期入院  2 2～5 年 4 

90 歳代  2 4 2   入院中死亡  3 5～8 年 1 

100 歳代  0 5 3   自宅  8 年以上 0 

8 人  8 人  8 人  8 人  8 人  8 人 
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・在籍者内訳（令和 8年 3月 31日現在）入所４０人 

男女別 年齢別 介護度別 出身地別 利用期間 

男 女 

60 歳代 2 要介 1 1 
出雲市 40 1 年未満 8 

（斐川町内 24） 2 年未満 13 

70 歳代 9 要介 2 0 
     （旧出雲市 15） ３年未満 7 

（旧平田市 1） 4 年未満 5 

11 29 

80 歳代 8 要介 3 8 
  5 年未満 0 

  6 年未満 2 

90 歳代 19 要介 4 11 

  7 年未満 1 

  7 年以上 4 

100 歳代 2 要介 5 20 
    

    

40 人  40 人  40 人  40 人  40 人 

                     ※ 平均年齢 87.3歳    平均要介護度 4.2 

・特養利用率状況 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 

延利用数 1098 1186 1160 1216 1198 1182 1195 1158 1189 1174 1074 1179  

延定員数 1200 1240 1200 1240 1240 1200 1240 1200 1240 1240 1120 1240  

利用率（％） 91.5 96 96.6 98 96.6 98.5 96.3 96.5 95.8 94.6 95.8 95 95.9 

※ 年間平均利用率(特養) 95.9％ 

   入院者 27名も、平均入院期間は 18.8日。新規入所は 10名。退所から入所までの空床期間の 

   平均は 14.2日間であった。 

              

② 短 期（１０床→令和 7年 12月 1日より空床型へ変更） 

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月 平均 

延利用数 90 127 129 117 103 104 107 119 7 0 0 0  

延定員数 160 180 180 160 190 170 170 200 - - - -  

利用率（％） 56.2 70.5 71.6 73.1 54.2 61 62.9 66      

    ・実利用者数 ４０人（内訳 男１０人 女３０人） 

     ・利用期間   最長 ４日  最短 1日 

   〇（予防短期利用者） 

     ・実利用者数 ２人（内訳 男１人 女１人） 

     ・利用期間   最長 ４日  最短 ３日 

  ※ 年間平均利用率（短期＋予防短期）６４．４％（R7.4～R7.11） 

   職員数減少により、令和７年度は週末のみの受け入れを行った。しかしながら年度途中にも

職員の退職が続いたため短期入所のユニットでの受け入れは 11 月までとし、12 月からは空

床型のみの受け入れに変更した。 

     利用可能な期間が不定期であるため、空き情報の発信は継続しているものの利用につながる事は 

     難しい状況である。 
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５．健康管理について 

 （１）配置医師 

    ・たまがわ内科クリニック   院長 玉 川 祐 司   診療 週１回 

    ・れんげ在宅クリニック    院長 花 田  梢     診療 週１回 

・エスポアール出雲クリニック 院長 高 橋 幸 男  診療 月２回 

（２）協力医療機関 

    ・出雲市立総合医療センター  院長 佐 藤 秀 一 

・斐川生協病院（眼科）      院長 金 森 美智子 

・ひの歯科クリニック        院長 樋 野 隆 文 

・福代皮膚科医院         院長 福 代 新 治 

 （３）健康診断   

    ○ 利用者  

・血液検査    必要時 

・胸部エックス線 年１回（株式会社メディカル・ゾーン 施設内で実施） 

        ・予防接種    インフルエンザ（１１月）・新型コロナウイルス（希望者のみ 11月に） 

○ 職 員 出雲徳洲会病院・出雲市立総合医療センター 

・定期健康診断（労働安全衛生規則に基づく健康診断）  年１回（11月） 

・夜勤をする職員の健康診断（     同 上   ）    年２回（６、１１月) 

・予防接種    インフルエンザ・新型コロナウイルス（１１月に希望者のみ） 

 

６．給食について 

 （１）提供時間 

   朝 食： ８：００～ 昼 食：１２：００～ 夕 食：１８：００～ おやつ：１５：００～  

  （２）特別食の状況 

    行事食  《 開設記念弁当、春の行楽弁当、七夕、敬老の日、かんべ五輪行楽弁当、忘年会 

お正月、節分、雛祭り 》 

    レクリエーション 《 赤飯（毎月）、調理レク、おやつﾊﾞｲｷﾝｸﾞ（3回/年）、笹巻づくり、かき氷ゼリー 》 

 （３）１日当たりの栄養基本量 1,200～1,400kcal （その他個別に調整） 

 （４）食事観察 週３回（栄養ケアマネジメント強化加算の要件） 

  （５) 残食調査  毎日確認。毎月グラフ化 

 （６）栄養管理委員会  3 ヵ月毎に開催し委託業者との意見交換等を行う。 

                厨房機器の消耗状況の確認・食事形態に関する事・行事食・感染対策など 

 （７）給食会議  8月 8日 実施（食事形態の基準の見直し・給食提供で気になったこと等を話し合う） 

            直接食事介助を行う介護職員、事業課役職員から食事に関する要望を集約 

            栄養管理委員会で日清医療食品へ伝え改善や変更などの提案を行う 
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７．行事･レクリエーションの実施状況   

  ※誕生会は毎月各ユニットで個別に実施 

月 レクリエーション内容 

４ 町内 お花見ドライブ・誕生日レク（外出等）調理レク 

５ 

調理レク（焼き肉風）（どら焼き作り）・チューリップ見学 

家族へのプレゼント選び・外出レク・外出先で家族と散歩 

誕生日レク（ノンアル日本酒と羊羹） 

敷地内畑づくり（サツマイモ苗植え） 

６ 
誕生日レク（プレゼント購入外出）（自宅） 

外出（万九千神社）・食レク（ちらし寿司）（羊羹）（梅ｼﾛｯﾌﾟ） 

７ 

外出（ドライブ）・誕生日レク（お刺身（ケーキ作り） 

夏祭り（ヨーヨー釣り） 

スイカレク（風船でスイカ割・ミキサーでスムージー） 

８ 食レク（夏野菜）（アイス）・誕生日レク（自宅外出） 

９ 誕生日レク（家族を招いて一緒にお祝い）・サツマイモ収穫 

１０ 外出（空港）（万九千神社）・食レク（サツマイモ）（干し柿作り） 

１１ 誕生日レク（外出・ノンアル日本酒）・外出レク（自宅） 

１２ 
各ユニット忘年会（カラオケ） 

誕生日レク（外出しプレゼントを選んでもらう） 

１ 誕生日レク（たこ焼き作り・外出） 

２ 節分行事・誕生日レク 

３ ひな祭りレク（甘酒）・誕生日レク 

 

８．ボランティア受入状況 

3月に歌ボランティアの受け入れ 

 

９．実習受入状況 

 島根県立大学看護栄養学部健康栄養学科 4年次生 2名の臨地実習ⅠB（臨床栄養学）受入れ 

  10/6～10/10 

トリニティカレッジ出雲医療福祉専門学校 介護福祉学科２年施設実習③受入れ １名  11/26～12/23 

 

※斐川西中学校 3年生 職場体験学習 2名受入れ 9/24～9/26 

 

１０．地域貢献事業 

  ・地元自治会の依頼により、水路掃除（4月）参加 

  ・『介護の基礎的講座』講師派遣（中学校）：事業課長（介護支援専門員）・介護支援係長（生活相談員） 

  ・福祉教育 講師派遣（小学校）：介護支援係長（生活相談員）・生活支援係主任（機能訓練指導員） 
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１１．職員の状況  

（1）配置                                   令和８年３月３１日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                           （ ）内は常勤換算 

 

          ※運営基準上の人員数は満たしているものの、介護職員の欠員補充ができなかった 

 

         ［正規介護職員の入退職の動き］ 

         令和 7年 4月 1日 正規介護職員：22名（新入職員 1名） 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

 

 

区  分 職  名 特 養 短 期 計 

常勤職員 

正規職員 

施設長 兼 総務課長 １  １ 

事業課長 兼 

介護支援専門員 
１  １ 

介護支援係長 兼 

生活相談員 
１  １ 

看護職員 ２  ２ 

機能訓練指導員 １  １ 

管理栄養士 １  １ 

介護職員 １８  １８ 

事務員 ２   ２ 

嘱託職員 
介護職員 ０   ０ 

看護職員 ０   ０ 

計  ２７    ０ ２７ 

非常勤 

 職員 

パート 看護職員 ２（１．３）  ２（１．３） 

介護職員 ３（１．９）   ３（１．９） 

当直員 当直専任職員  ２（０．５）  ２（１．９） 

計  ７（３．７） ０ ７（３．７） 

合   計 
 ３４名 

（３０．７） 

０名 

（０） 

３４名 

（３０．７） 

退職月 介護職員の入退職 退職理由 正規介護職員数 

５月 介護職員 1 名入職 － ２３名 

６月 介護職員 1 名退職 腰痛悪化（自宅で） ２２名 

１０月 介護職員 1 名退職 遠方へ転居の為 ２１名 

１２月 介護職員 1 名退職 夜勤のない介護職へ ２０名 

２月 介護職員２名退職 
ケアマネとして別事業所へ 

家庭事情の為 
１８名 
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（２）研修 

  ①派遣研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 研  修  名 参加人数 

５ R7 年度出雲市民間特養講話会総会 ３ 

６ 

令和 7 年度出雲地域介護保険サービス事業者連絡会総会 １ 

栄養士会総会・研修会 １ 

令和 7 年度出雲地区老人ホーム連絡協議会総会・懇親会 ２ 

令和７年度 甲種防火管理者資格講習 １ 

７ 

令和 7 年度県老施協第 1 回総会 

講義：社会福祉法人が地域のニーズに応え続けていくために 
１ 

地域貢献のための出雲市社会福祉法人連絡協議会令和 7 年度総会 １ 

決算書セミナー １ 

今後の生産性向上の取組について 

義務化・減算 BCP 運用の不安、1 時間で解説します 
２ 

８ 令和 7 年度介護労働者雇用管理責任者講習 １ 

９ 令和 7 年度 労務管理研修 １ 

１０ 令和 7 年度実務講座 『社会保険と労働保険』 １ 

１１ 

令和 7 年度 年金シニアライフセミナー １ 

令和７年度 島根県介護支援専門員協会 法テラス島根研修会（ZOOM） １ 

第３５回島根県老人福祉施設協議会研修大会 １ 

R7 年度福祉サービス苦情解決研修会 ZOOM 開催に参加 ３ 

１２ 科学的思考を活用した問題解決力を高める方法（仮） １ 

１ 
令和 7 年度介護職員等によるたんの吸引等の実施のための研修（指導者講

習） 
１ 
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②施設内勉強会 

実施月日 勉強会名 講 師 又 は復 命 者 参加者数 

４/１０ 口腔ケア勉強会 ひの歯科クリニック 

樋野雅文歯科医師 
９ 

６/５・２６ 実践報告会（法人合同）   

６/１７ 感染症・褥瘡勉強会 岩田看護師 ８ 

６/１２ 

６/１９ 

マーブルクッションポジショニング勉強会 介護ｼｮｯﾌﾟもちだ 原様 

ｱﾋﾞﾘﾃｨｰｽﾞｹｱﾈｯﾄ 平澤様 

８ 

９ 

８/７ 救急法勉強会 金山課長 １０ 

８/２０ 身体拘束廃止・高齢者虐待防止勉強会 池田係長 ９ 

９/４ 口腔ケア勉強会 ひの歯科クリニック 

樋野雅文歯科医師 
９ 

９/１７ リスク勉強会 

危険予知トレーニング 特浴編 

伊藤美由紀主任 

坂根 SL 

７ 

１０/３１ 看取り勉強会 金山課長 ６ 

１１/１８ 褥瘡勉強会 介護ｼｮｯﾌﾟもちだ 原様 

ｱﾋﾞﾘﾃｨｰｽﾞｹｱﾈｯﾄ 平澤様 
８ 

１１/２７ 感染症勉強会 岩田看護師 ７ 

１/２１ リスク勉強会 

食事について（摂食嚥下） 

池田係長・深津係長 

岩田看護師 
５ 

２/２０ 法人合同人権研修 阪田健嗣講師 １１ 

２/２４ 身体拘束廃止・高齢者虐待防止勉強会 金山課長・池田係長 ７ 

３/１１ 復命研修・BCP について 陰山 ９ 

 

１３．預かり金の管理 

（１） 管理人数   ４０人 

（２） 管理体制   総括管理責任者  施設長 

           印鑑保管責任者  施設長 

通帳管理責任者  事務員 

（３） 保管場所   印鑑・通帳はそれぞれ鍵のかかる場所で別々に保管 

 

１４．緊急時対応 

（１） 各種マニュアルの整備 

    緊急連絡対応マニュアル・夜間緊急対応マニュアル・防災マニュアル 

    災害時緊急対応マニュアル（食事編）・事業継続計画（自然災害・感染症） 

（２） 避難訓練 

    火災 ： １０月１０日（法人合同避難訓練）・１０月２１日・２月２４日（かんべの里単独） 

    地震 ： １０月１７日 初動・避難経路確保の確認 

    原子力災害 ： １２月１６日 屋内退避訓練 

    水害 ： ６月２０日 第二避難場所の村田製作所まで実際に公用車３台で避難 
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（３） 災害時の対応に関する情報共有 

    ６月２日 伊波野地区災害対策本部との意見交換 

          伊波野コミュニティセンター長・伊波野地区消防分団長・災害対策本部役員 

    ９月１２日 家族交流会 

           災害対策の取組について状況報告。不参加のご家族へは郵送にて報告 

    ２月２４日 伊波野地区災害対策本部との会議 

           令和７年度の避難訓練実施状況の報告・有事の際の連絡先の確認等 

（４） 災害時情報共有システムへの報告 

    災害時における介護施設等の被害状況を国・自治体が迅速に把握・共有し、被災介護施設等へ 

    の迅速かつ適切な支援につなげるため、県からの被害状況報告 FAXが届いた後に介護施設等   

    が被害がない場合もシステム上で状況報告を行うこととなっており、都度報告を行う 

    ※令和７年度も自然災害による重大な被害の発生はなかったが、１月の地震に関する報告後は、 

      県から直接状況確認の連絡が何度があった 

（５） 利用者緊急時の対応 

    ２名の配置医師、また協力医療機関と利用者の緊急時の対応について、年に１回以上対応方法 

    の確認を行う 

        玉川医師 ： １２月２５日 実施 ・ 花田医師 ： １２月８日 実施 

        出雲市立総合医療センター ： ２月４日 実施 

        ※配置医師とは、上記以外にも必要時、適宜確認を行っている 

 

１５．権利擁護 

(１） 虐待防止   

虐待防止委員会の開催、及び事例検討・施設内研修を行った。 

  （２） 苦情解決 

      「かんべの里苦情解決規程」に基づき、毎月第三者委員による相談日、「出雲市介護相談員派 

遣事業」による相談日を新型コロナウイルスの流行状況を確認しながら可能な月は実施した。 

ご利用者からのご意見は生活相談員や施設ケアマネが中心となり都度聞き取りと対応を行った。 

（３） 身体的拘束 

   身体的拘束廃止委員会を定期開催し、身体的拘束廃止についての施設内研修を行った。 

 

１６．施設の整備状況 

主な修理や機器等の更新 

・厨房食品保管庫へエアコン設置（保管庫内室温上昇の為） 

・居室洗面台水漏れ修理（５部屋） 

・ユニット入口の雨漏り。天井防水シートの劣化が原因にて一部貼り替え 

・キュービクル、非常用電源の建物の錆による劣化の塗装処理 

・厨房スチームコンベクション故障にて更新 


